
 

35  

昭

和

五

十

四

年

六

月

七

日

提

出 

質

問

第

三

五

号 

  

右
の
質
問
主
意
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提
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す
る
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京
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岸
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路
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建
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に
伴
う
公
害
防
止
対
策
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す
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質
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主
意
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昭
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月
七
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長 
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尾 

弘 

吉 
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木 
 

原 
 
 

実 

 

一 

 



 

一 

日
本
道
路
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
、
検
見
川
地
区
町
内
会
役
員
の
み
に
配
布
し
た
東
関
東
自
動
車

道
（
以
下
「
東
関
道
」
と
い
う
。
）
の
完
成
図
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
道
路
が
で
き
て
も
環
境
は
悪
化
す

る
こ
と
は
な
く
、
環
境
基
準
内
に
お
さ
ま
る
確
信
が
あ
る
と
記
載
し
て
あ
る
が
確
信
の
根
拠
は
何
か
、
ま
た
、

昭
和
六
十
年
に
は
現
状
の
半
分
に
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
記
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
基
づ
い
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
公
害
紛
争
処
理
法
に
基
づ
い
て
沿
線
住
民
約
八
千
名
（
近
く
一
万
名
に
及
ぼ

う
と
し
て
い
る
）
が
千
葉
県
公
害
審
査
会
に
調
停
申
請
中
で
あ
る
が
、
建
設
省
は
こ
の
法
律
を
尊
重
し
十
分
誠

意
を
も
つ
て
話
し
合
い
、
住
民
の
質
問
に
答
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
答
え
ら 

 

れ
た
い
。 
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三 

 



 

四 

各
年
度
別
（
昭
和
四
十
九
年
～
六
十
年
）
の
真
砂
・
稲
毛
・
幕
張
地
区
で
の
環
境
濃
度
（
年
平
均
値
・
月
平
均

値
・
暖
房
期
・
非
暖
房
期
・
暖
房
期
・
非
暖
房
期
の
昼
夜
の
平
均
濃
度
・
各
年
度
の
累
積
頻
度
分
布
曲
線
）
は

い
く
ら
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

昭
和
四
十
九
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
各
地
区
（
船
橋
・
幕
張
・
真
砂
・
稲
毛
）
で
の
国
道
一
四
号
線
、 

 
 

 
 

国
道
一
六
号
線
、
高
速
の
京
葉
道
路
、
国
道
三
五
七
号
線
、
東
関
道
、
千
葉
市
の
都
市
計
画
道
磯
部
茂
呂
町 

 
 

線
、
磯
部
畑
町
線
の
走
行
距
離
当
た
り
の
単
位
時
間
当
た
り
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
、
粉
じ
ん
、
炭
化
水
素
の
排
出
量
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。
（
月
別
・
曜
日
・
時
間
帯
別
） 

三 
真
砂
地
区
の
県
営
住
宅
で
公
団
は
、
環
境
測
定
を
大
気
、
騒
音
に
つ
い
て
行
つ
た
が
大
気
の
測
定
結
果
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

昭
和
六
十
年
に
な
る
と
国
道
三
五
七
号
線
の
中
速
は
建
設
さ
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
真
砂
の
部
分
か
ら
高

架
に
な
る
計
画
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

九 

千
葉
市
宮
野
木
地
区
は
、
千
葉
県
公
害
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
小
さ
な
谷
地
形
に
な
つ
て
い
る
の
で
冬
季 

八 

東
京
湾
岸
道
路
の
騒
音
の
予
測
計
算
は
坂
道
が
あ
る
所
、
交
差
点
の
あ
る
所
、
立
体
交
差
の
あ
る
所
、
車
線

が
十
八
な
い
し
二
十
六
車
線
と
重
複
し
て
い
る
所
に
お
い
て
も
、
一
定
車
間
直
線
一
車
線
の
予
測
式
（
日
本
音

響
学
会
式
）
で
正
確
に
予
測
で
き
る
か
、
も
し
で
き
な
い
と
す
れ
ば
他
に
ど
の
よ
う
な
予
測
方
式
が
あ
る
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 
千
葉
市
検
見
川
、
真
砂
地
区
の
間
の
谷
間
を
東
京
湾
岸
道
路
が
通
る
計
画
で
、
更
に
既
設
の
道
路
が
す
べ
て
に

十
四
車
線
で
あ
る
。
こ
の
谷
間
に
一
日
二
十
万
台
以
上
の
車
が
通
過
し
て
も
排
気
ガ
ス
は
滞
留
し
な
い
の
か
、

と
う
て
い
環
境
基
準
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
、
答
え
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
谷
間
に
排
気
ガ

ス
を
排
出
し
な
い
と
す
れ
ば
、
ト
ン
ネ
ル
・
シ
ェ
ル
タ
ー
方
式
以
外
考
え
ら
れ
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
（
公
害
対
策
と
し
て
公
害
防
止
装
置
、
排
気
塔
の
位
置
の
工
夫
、
付
近
の
緑
化
等
を
盛

り
込
ん
だ
も
の
） 

五 

 



 

 

六 

の
夜
間
、
朝
方
に
強
い
接
地
逆
転
が
生
じ
、
谷
の
内
部
で
発
生(

自
動
車)

し
た
窒
素
酸
化
物
の
拡
散
が
抑
制
さ

れ
、
高
濃
度
が
出
現
す
る
と
記
載
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
東
関
道
を
建
設
し
他
の
道
路
と
連
結
し
、
交
通
量
を
増

加
さ
せ
て
も
環
境
は
悪
化
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

十 

公
団
が
建
設
を
計
画
し
て
い
る
全
幅
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、
最
大
二
十
四
ゲ
ー
ト
と
い
う
東
関
道
習
志
野
料
金

所
は
、
大
量
の
自
動
車
排
気
ガ
ス
及
び
騒
音
を
排
出
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
料
金
所
の
下
り
七
ゲ
ー
ト
を

市
川
千
鳥
町
付
近
に
分
散
す
る
意
思
は
あ
る
か
否
か
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
の
内
容
・
方
法
を
具
体
的
に
示

さ
れ
た
い
。
も
し
意
思
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
分
散
で
き
な
い
理
由
を
幕
張
西
地
区
住
民
の
納
得
で
き
る
よ

う
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


